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      卒業証書授与式 

  ３月１日（金）に第73回卒業証書授与式を挙行しました。今年度は国歌や校歌の斉唱や来賓の方にご出

席いただくなど、コロナ禍以前の形に戻ることができました。卒業生15名には新しい職場や学校での活躍

を期待しています。ご卒業おめでとうございます。 

成 長 す る 学 校 

 ３月は「別れ」の季節です。最もわかりやすいのは卒業式。今年も卒業生15名が本校から巣立っていき

ました。また22日の離任式では３名の教職員が本校から異動していきました。いずれにしても長万部高校

という中継地を経由してこの３年間、または数年間、本校で学び・探究し・経験した糧を自信に変え、あ

るいは夢を実現するための蓄えとして旅立っていきます。この間皆さんは成長しました。ある行事がきっ

かけで、考え、気付くようになり飛躍的に成長を遂げた人もいます。またある人は、友人との触れ合いの

中で少しずつ思いを巡らせ、熟考し、漸進的に成長を遂げた人もいます。成長しなかった人は一人もいま

せん。「千里の道も一歩から」という諺があります。これは、千里（約3,900km）という長い距離であっ

ても足を踏み出すことから始まるという意味で、どんな大きな目標で

も、目の前の小さな成長の積み重ねが大切であると言う意味です。皆

さんもその一歩を踏み出しました。 

 学校は一人ひとりが成長する場所でなければなりません。４月から

は新年度になり皆さんは１つ上の学年に進級します。本校でこれまで

に学んだ様々な知識や経験を糧にし、これまで以上に成長することを

心より期待しています。 

                        校長 濵田 哲也 

 

  【３月１日卒業式の様子】 



～安全･安心な学校､主体的に学ぶ学校､魅力ある学校～ 

  ３月12日（火）に生徒が除雪ボランティアを

している高齢者宅を訪問し、今年度の終了の挨

拶を行いました。この冬にＪＲ通学をしている

生徒が列車の待ち時間を活用して高齢者宅の除

雪を行ってきました。 

 高齢者の方からは「カバンを置くなり、列車

の時間に間に合うように雪かきをして、あっと

いう間に立ち去って行く高校生のおかげで、温

かい春を迎えることができた。」と感謝の言葉

をいただきました。   

 生徒は、また冬になったら除雪ボランティア

をしたいと意気込んでいました。 

４月行事予定 除雪ボランティア 

第３回学校運営協議会  

 ２月27日（火）に第３回学校運営協議会を開催し、学校運営

協議会委員の皆様から教員が実施した自己評価について学校関

係者として外部からの評価をしていただきました。 

 学校運営協議会委員の皆様からは「ICT機器を積極的に活用

したり、地域と連携・協働している様子が分かる。今後もICT

機器を効果的に活用した主体的・対話的で深い学びの実現や地

域と連携・協働した『総合的な探究の時間』の充実に努めてい

ただきたい。」「小中高大連携についてはやや不十分である。

行事や授業等における東京理科大学との連携や『総合的な探究

の時間』における小中高合同発表会の充実に努めていただきた

い。」「分掌業務等、学校の業務は外部から見えないため外部

にも業務内容を分かるように伝えることが必要ではないか。分

掌業務等、学校の業務について学校運営協議会等で説明するな

ど保護者等への発信に努めていただきたい。」などの貴重なご

意見をいただきました。いただいたご意見を参考に次年度の教

育活動に生かしていきます。 

 なお、学校評価につきましては、学校ホームページで詳細を

掲載しておりますのでご覧ください。  


